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未来へ！安心を引き継ぐ
しなやかな大分の水道
大分市の水道は、4次にわたる拡張事業を進めるなか、ダムの建設をはじめとする

水資源の確保に努めるとともに、水源の水質変化に対応する水質管理の強化を図りつつ、

水質基準を上回る「いつでも、どこでも安心して飲める水」を提供しています。
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（　　　）

　古来、大分市の生活用水は、そのほとんどを地下水に依存

していましたが、水質は鉄分を多く含むなど飲料水には適さ

ず、衛生・防災面、または市制施行直後からの急速な人口増

加により、上水道設備の必要性が望まれていました。

　大正14年に水源を大分川伏流水として、計画給水人口

70,000人、計画1日最大給水量10,500㎥の規模で事業に

着手しました。

　その後、昭和2年に「三芳浄水場」が完成し、大分市の水道

が誕生しました。

　終戦後、疎開者の復帰、引揚者等による人口の増加や、戦

災復興で工場・各種施設の建設が相次いだため、給水量は著

しく増加しました。

　このように伸び続ける給水量に対処するため、昭和26年

に計画給水人口100,000人、計画1日最大給水量28,000

㎥とする拡張工事の認可を受け、「三芳浄水場」の増設を主

体とした第1次拡張工事に着手しました。5か年計画でス

タートしたこの事業は、当時の財政事情の悪さや、昭和28年

の集中豪雨による大水害等のため、工事計画の変更と工期

の延長を余儀なくされ、一年あまり遅れて昭和32年に完工

しました。

　昭和32年に発表された大分・鶴崎臨海工業地帯建設計画

によって企業が相次いで進出し、これに伴って人口が増加し

たため、目標年度を昭和40年とした第1次拡張事業の完工

時には給水人口が計画給水人口にせまる勢いでした。

　このような中、昭和36年、計画給水人口200,000人、計

画1日最大給水量60,000㎥の規模で「光吉浄水場」の新設

を主体とした第2次拡張事業にとりかかりましたが、資金不

足や高度成長時代における諸物価の高騰などの影響を受

け、幾度も工事及び事業費の見直しをせざるを得ず、3か年

の工期予定が結局は6年後の昭和42年に完工しました。

　昭和38年、大分・鶴崎を核とした6市町村の合併による新

大分市が誕生し、翌39年には「新産業都市」の指定を受けて

工業や商業が飛躍的に発展したため、人口は急激に増加、ま

た市民の生活様式の多様化によって水需要は著しく増加し

ました。

　このため、第2次拡張事業計画の途上で次の拡張事業の

必要に迫られ、昭和41年に計画給水人口390,700人、計画

1日最大給水量170,500㎥の規模で第3次拡張事業に着手

し、「光吉浄水場」の増設、大分川水系に「えのくま浄水場」、

大野川水系に「横尾浄水場」の建設を主体として昭和51年

に完工しました。

水道のあゆみ
大正時代からつづく大分市の水道

　第4次拡張事業は、大分市水道事業長期計画の一環とし

て、市勢の発展による水需要の増加に対し、水の安定供給を

図るため、目標年度を平成3年（昭和66年）度に設定し、老朽

化の著しい光吉浄水場を廃止、新たに古国府浄水場の建設

を主体とする計画として昭和61年に着手し、昭和63年には

古国府浄水場が一部完成、通水となりました。

　その後、本拡張事業の水源である大分川ダムの建設基本

計画の策定に係るダム使用権設定に伴い、ダム建設に関す

る基本計画に基づく水配分を受けるため、開発水量

108,900㎥／日の使用権の設定を申請したことにより、当

初計画の見直しを行いました。

　平成17年には佐賀関町、野津原町との合併により、水道

事業の全部を譲り受けるため変更届を行い、市域全体の均

衡ある発展をめざし、水道水の安定供給に努めました。

　その後、人口増加が鈍化してきていることや、節水意識の

浸透、長引く不況等による水需要の減少要因もあることか

ら、将来人口の推移や水需要予測を踏まえた事業の見直し

が必要となりました。そこで、平成20年、当初の大分川ダム

参画により得られる水利権108，900㎥／日から35，000

㎥／日に縮小とすることを主とする計画変更を行い、現在

は大分川ダム本体工事が進んでいます。

第４次拡張事業
さらに進化を続ける大分市の水道

創設（大正14年4月8日 認可） 第2次拡張事業（昭和35年12月28日 認可）

第3次拡張事業（昭和41年1月7日 認可）

昭和61年 3 月31日 認可
昭和63年 3 月31日 変更認可
平成20年11月17日 変更認可

第1次拡張事業（昭和26年11月10日 認可）

光吉浄水場（昭和63年廃止）三芳浄水場（昭和45年廃止）

古国府浄水場

大分川ダム完成イメージ
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給水区域図
大分市を支える配水網

給水区域内のどこへでも、水圧、水量、水質が安全かつ安定的に

送水できるよう浄水場や配水施設を

市内各地に配置しています。

横尾・岩ノ下浄水場
佐賀関配水池系

古国府浄水場
森岡山配水池系

古国府浄水場
太平寺配水場系

えのくま・古国府浄水場
三芳配水場系

横尾浄水場
横尾配水池系

横尾浄水場
丹川配水池系

横尾浄水場
松岡配水池系えのくま浄水場

庄の原配水池系

古国府浄水場
石川配水場系

岩ノ下浄水場系

野津原東部浄水場系

野津原西部第3浄水場系

野津原西部第2浄水場系

坂ノ市浄水場系

●森岡山配水池

庄の原第2配水池●

※大分市水道局では有効水量
　30,000㎥以上を配水場、
　それ未満を配水池としています。

庄の原第1配水池●

岡第2ポンプ所・
岡配水池・岡高架水槽

馬場ポンプ場

佐賀関配水池

丹川配水池

松岡配水池

住床減圧水槽

石川配水場

太平寺配水場

三芳配水場

上白木第2ポンプ所

野津原西部第3浄水場
詳細データ／12ページ

野津原西部第2浄水場
詳細データ／12ページ

野津原東部浄水場
詳細データ／12ページ

岩ノ下浄水場
詳細データ／12ページ

坂ノ市浄水場
詳細データ／12ページ

えのくま浄水場
詳細データ／11ページ

古国府浄水場
詳細データ／8ページ

流通業務団地配水池

上野配水池・上野高架水槽

七瀬川水管橋

今畑減圧水槽

野津原東部配水池

7

8

1

横尾浄水場
詳細データ／10ページ
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古国府浄水場の中央管理室で浄水場、配水池、加圧施設及び

給水端末までの各施設を24時間管理、運営できるシステムを導入しています。

このシステムにより、取水から給水までの水管理を行い、

水資源の有効活用、施設の効率運用、監視性の向上、管理の効率化、

使用者に対するサービス向上に努めています。

給水の効率化をめざして
テクノロジーに支えられた効率のよいシステム

いつでも安心して飲める水を

浄水場のしくみ

水源地

取水口

浄水場 配水池 家庭

配水管

水質測定器 場内各所 委託毎日検査 31ヶ所水質測定器 水質計器

定期水質検査 合計34地点

　配水管理システムとは、浄水場、配水池、加圧施設

及び給水端末までの各施設を管理・運営できるシス

テムです。

　地形の３分の２を山間部が占める大分市には、約

90ヵ所の加圧ポンプ施設が点在しています。加圧ポ

ンプ施設と市内31ヵ所に設置された圧力監視局、圧

力残塩監視局や配水池からの情報により、配水施設

及び浄水場の運転管理を行うことで、無駄のない配

水量を予測し、水の有効利用を図っています。

　また、市内に環状的な配水幹線を整備して、浄水

場と有機的に結び付け、地域の需要実態に対応する

配水幹線の施設及びライフラインの確保を図ってい

ます。

配水管理システム
より安全な水道水をお届けするために

1

2 3 4 5 6 7 8 9 10

11

川の水をとりいれる

①取水口
すい こうしゅ

土や砂をしずめる

②沈砂池
ちん さ ち

水ににおいがある時に使い、においをとる

③粉末活性炭接触槽
ふん まつ かっ せい たん せっ しょく そう

取り入れた水の水位や水量を調整する

④着水井
ちゃくすい せい

きれいになった水に塩素を入れて、消毒
する

⑨塩素滅菌 浄水池
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古国府浄水場の中央管理室で浄水場、配水池、加圧施設及び
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古国府
浄水場

施 設 名／古国府浄水場

所 在 地／大分市大字古国府1425番地の1

敷地面積／45,148㎡

施設能力／85,000㎥/日

管理本館／4,858㎡ 地下1階 地上3階

竣工年月／昭和63年6月

給水人口／185,508人

Data

洗浄水槽 水管橋

水質試験室

水質試験室

中央管理室

管理棟

水質計器室

送水ポンプ設備(送水ポンプ棟B1F)

水道資料館

ろ過池管廊

取水ポンプ棟

脱水棟 粉末活性炭接触槽

沈砂池 薬品注入設備

急速ろ過池送水ポンプ設備(送水ポンプ棟B1F) 急速ろ過池

水質試験室 傾斜板式薬品沈澱池

脱水槽

大分川水管橋

電気棟

送水ポンプ棟

浄水池
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横尾
浄水場

えのくま
浄水場

施 設 名／横尾浄水場

所 在 地／大分市大字横尾1655番地の1

敷地面積／33,162㎡

施設能力／60,000㎥/日

管理本館／1,062㎡ 地下1階 地上2階

竣工年月／第1期 昭和47年6月　第2期 昭和50年7月

給水人口／153,870人

Data

施 設 名／えのくま浄水場

所 在 地／大分市大字荏隈1147番地

敷地面積／21,523㎡

施設能力／58,000㎥/日

管理本館／2階建680㎡

竣工年月／第1期 昭和44年5月　第2期 昭和46年6月

給水人口／111,486人

Data
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フロック形成池

酸注入設備

急速ろ過池
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1.施 設 名／坂ノ市浄水場
　所 在 地／大分市大字木田1926番地の1
　敷地面積／1,500㎡ 施設能力／2,500㎥/日
　竣工年月／昭和37年 給水人口／4,900人

2.施 設 名／岩ノ下浄水場
　所 在 地／大分市大字木佐上字岩ノ下398
　敷地面積／5,389㎡ 施設能力／2,500㎥/日
　竣工年月／平成7年 給水人口／9,348人

3.施 設 名／野津原東部浄水場
　所 在 地／大分市大字野津原字奥牟田1029
　敷地面積／699㎡ 施設能力／1,200㎥/日
　竣工年月／平成19年3月 給水人口／2,014人

4.施 設 名／野津原西部第2浄水場
　所 在 地／大分市大字今市字石合原1099-194
　敷地面積／2,227㎡ 施設能力／550㎥/日
　竣工年月／昭和63年3月 給水人口／592人

5.施 設 名／野津原西部第3浄水場
　所 在 地／大分市大字上詰字下1741-69
　敷地面積／5,662㎡ 施設能力／513㎥/日
　竣工年月／平成13年3月 給水人口／614人

Data

大分川ダム

完成イメージ

大分川水系七瀬川の上流約21kmに位置し、

大分川の総合開発の一環をなすものです。

洪水調節、流水の正常な機能の維持、

水道用水の取水を目的としています。

建設中の大分川ダム（平成29年1月）

ダムの形式：ロックフィルダム

岩石や土を積み上げて作るダムで、中心には水を通しにくい

「コア」と呼ばれる土の壁があります。

堤体積
ていたいせき

湛水面積

洪水調節容
量サーチャー

ジ水位

利水容量

ロック
ロック 堆砂容量

たんすいめんせき

コア
フィルター

有効
貯水容量

総貯水
容量

位置 左岸／大分市大字下原地先
右岸／大分市大字下原地先 ロックフィルダム

大分川水系七瀬川38.0㎢

1.0㎢

約24,000千㎥

約22,400千㎥

約14,300千㎥

約8,100千㎥

約1,600千㎥

約92m

約500m

 約3,900千㎥

EL 201.6m

EL 195.8m

EL 176.4m

集水面積

湛水面積

総貯水
容量

有効貯水
容量

洪水調節
容量

利水容量

堆砂容量

ダムの
形式

河川名

堤高

堤頂長

堤体積

ダム
天端髙

常時
満水位

サーチャージ
水位

堤頂長

ダム天端高

てんばだか

坂ノ市浄水場 岩ノ下浄水場

野津原東部浄水場 野津原西部第2浄水場

野津原西部第3浄水場

1
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4

2
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水道局の働き
暮らしを支えるライフラインを守る

「より良質で安全な水道水」を市民の皆様にお届けする

ため、水道法の水質基準はもちろん、独自の水質検査

項目を実施するなど、市民の立場で厳しい水質管理を

行っています。また、市民の意見を踏まえた「水質検査

計画」を策定、事業年度前に公表し、水質管理の強化を

図っています。

水質管理

災害に強く、安定した給水が

できるよう、配水管を新たに

布設する一方、古くなった配

水管を新しい管に入れ換え

て、漏水や折損事故、水質悪

化などを未然に防止していま

す。市民の皆様へ安全、安心

なサービスを提供し続ける

ため、配水管整備を計画的に

実施しています。

配水管整備事業

過去の漏水発生件数、調査

実績等をもとに的確な漏水

調査に努めています。今日の

漏水発生状況は、高度経済

成長期に布設された管路の

老朽化をはじめ、その原因は

複雑化し広範囲で発生して

います。未然防止を視野に、

市民生活に支障をきたすこ

とのないよう計画的で的確

な維持管理を目的に調査を

行っています。

漏水調査

修繕では、点検や漏水調査で

明らかになった不具合箇所

を計画的に対処、劣化傾向分

析に基づく事故の未然防止

のための定期交換等をしま

す。また、通報等による突発

的な修繕工事にも対応し、そ

の際に得られる情報をもと

に、以後の維持管理計画や更

新計画に活用します。

修繕（配管）

水道局の働き
暮らしを支えるライフラインを守る

給水栓検査

水道水源クリーンアップ大作戦

1514
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給水栓検査

水道水源クリーンアップ大作戦
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水道局の働き
暮らしを支えるライフラインを守る

水道事業はお客さまからの料金収入によって運営されてい

ます。お客さまの視点に立ち、ニーズを的確に把握し、お客

さまの満足度や利便性の向上を目指しています。

お客さまサービス

料金センター、市民課、各支所の窓口にそれぞれ納入通知

書を印刷できるシステムを構築。料金支払いは取扱金融機

関での現金支払、口座振替に加えて、コンビニエンスストア

や郵便局での取り扱いを開始するなど、お客さまの利便性

の向上に努めています。

窓口サービス

水道事業や水道水について、お客さまのご理解と

ご協力を得るために、広報紙、ホームページ、ソー

シャルメディア等を活用した情報提供を行うとと

もに、浄水場見学や古国府浄水場一般公開なども

行っています。また、お客さまニーズを的確に把握

するため、継続的にアンケート調査を実施し、水道

事業に反映させています。

お客さまとのコミュニケーション 耐震診断等に基づき耐震補強を実施したり、災害時におけ

る供給用水（飲料水）を確保するため、配水場に緊急遮断弁

を設置するなど様々な手法を検討し取り組んでいます。ま

た、危機管理マニュアルを常に検証し、現状に即した改訂を

定期的に行い、様々な事象を想定した防災訓練等を実施し

ています。

災害対策
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水道料金
10,002

長期前受金戻入747
分担金323
その他352

経営の状況
平成27年度決算状況

給水の現況
給水人口及び年間給水量の推移

1日最大給水量及び1日平均給水量
借入金の状況

（単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：億円）■収益的収支の状況

収入
11,424

水道施設の維持管理など日常の事業活動に伴う収支

■資本的収支の状況
水道施設の建設・改良などの投資にかかる収支

■貸借対照表
平成28年3月31日

支出
8,912

収支差益
2,512

企業債支払利息722

固定資産
減価償却費
及び除却費
3,253

資本金500資本金500

人件費
1,496

水をきれいに
して家庭に届け、
水道料金を
収納する
までの費用
3.441

（純利益2,178）

国庫補助金、一般会計
からの出資金等1,343
国庫補助金、一般会計
からの出資金等1,343

配水施設
（配水管新設
更新等）
2,076

配水施設
（配水管新設
更新等）
2,076

第4次拡張事業
1,393

浄水施設938

企業債（元金）
償還金
2,637

資本的収支
不足額
5,728 固定資産

1,040

14,000

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

流動資産91

内部保留資金で
補てんしました 土地、建物など

繰延収益
252

長期前受金など

固定負債272固定負債272固定負債272
企業債、
引当金など
企業債、
引当金など
企業債、
引当金など

流動負債45流動負債45流動負債45
未払金、前受金など未払金、前受金など未払金、前受金など

剰余金62剰余金62剰余金62
国庫補助金など国庫補助金など国庫補助金など現金・預金

収入
1,805

支出
7,533

資産
1,131

負債
569

資本
562

固定資産
購入費93
固定資産
購入費93

営業
施設44
営業
施設44

建設
改良費
4,872

建設
改良費
4,872

人件費328

8,387

10,33310,333

45,03945,039
42,39042,390

39,45339,453
36,30336,303

33,03033,030
30,31330,313

28,36428,364
26,18926,189

1,7211,721

5,673

8,3228,322

1,3961,396
832

3,7693,769

1,1121,112 625

3,7753,775

1,0401,040
578

3,8513,851

960960 912

3,6293,629

876876
1,500

3,4493,449

797797 462

2,6372,637

722722

借入額借入額

元金償還額元金償還額

支払利息額支払利息額

未償還残高未償還残高

昭和
40年度

昭和
45年度

平成
27年度

平成
22年度

平成
17年度

平成
12年度

平成
7年度

平成
2年度

昭和
60年度

昭和
55年度

昭和
50年度

給水量（万㎥）

0
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水量（㎥）
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4,5804,580

5,1965,196 5,2555,255 5,2105,210
5,4885,488
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4,9964,996

59,910

84,255

132,070

149,234 149,690

172,417 168,899 165,740 166,746 163,773
153,877

136,501136,501
145,088145,088150,357150,357

142,731142,731143,583143,583142,368142,368

125,477125,477
114,773114,773110,051110,051

68,57268,572

42,11142,111

1日最大給水量（㎥）1日最大給水量（㎥） 1日平均給水量（㎥）1日平均給水量（㎥）

行政
人口
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40年度
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・1部6課6室23班

平成29年４月１日現在平成29年４月１日現在

機構図 水道局のあゆみ

経営管理課 ・・・・・・・・・公営企業経営、水道行政の総合企画、予算の編成・執行の総括、
　　　　　財政計画、局所有財産の管理

計画課 ・・・・・・・・・水道事業の総合基本計画、水源の開発、浄水施設・配水施設の新設・改良

総務課 ・・・・・・・・・人事管理、電算処理

・・・・・工事、物品購入などの入札、契約、検査及び総合調整契約監理室

維持課 ・・・・・・・・・漏水防止、漏水調査

・・・・・給配水施設の維持管理、貯水槽水道に係る相談工事事務所

浄水課 ・・・・・・・・・配水施設・小規模浄水場の維持管理、浄水場の総合的運用・調整

・・・・・浄水施設・排水処理施設の運転管理・維持管理浄水場

・・・・・水質の総合管理・検査・調査・研究、水質の相談・要望水質管理室

営業課 ・・・・・・・・・水道料金の徴収、給水装置の審査・検査、水道メーター

水道布設の議起こる

市議会で上水道布設施行の件他を議決

水道布設認可申請書を内務大臣へ提出

水道布設認可（内務省分衛第1号）

上水道起工式（三芳浄水場構内）

給水開始（給水人口7,589人）

通水式（三芳浄水場）

計量にメーター制採用

第1次拡張事業計画認可

（厚生省分衛第197号）

5か年計画 目標年度 昭和40年度

地方公営企業法制定公布

第1次拡張事業工事完工

（施設能力28,000㎥／日）

第2次拡張事業計画認可

（厚生省分衛第926号）

3か年計画　目標年度　昭和50年度

6市町村合併により新大分市発足

（人口216,130人）

光吉浄水場第1期工事完成

（施設能力12,000㎥／日）

森岡山配水池（6,000㎥）完成

光吉浄水場第2期工事

（20,000㎥）完成

（施設能力32,000㎥／日となる）

第3次拡張事業計画認可

（厚生省環第12号）

8か年計画　目標年度　昭和55年度

管理者が常勤特別職となり、

職名を水道事業管理者に変更

森岡山配水池第2期工事完成（容量

10,430㎥となる）

第2次拡張事業工事完工

（施設能力60,000㎥／日）

光吉浄水場第3期工事

（18,000㎥／日）完成

（施設能力50,000㎥／日となる）

えのくま浄水場第1期工事

（施設能力30,000㎥／日）完成

えのくま浄水場通水開始

（同時に畑中水源地・松岡水源地を

廃止）

庄の原第１配水池（2,500㎥）完成

三芳浄水場の配水池への改造工事

（12,600㎥）完成

以後、三芳配水池となる

第1次配水管整備事業（5か年計画）に

着工

えのくま浄水場第2期工事

（28,000㎥／日）完成

（施設能力58,000㎥／日となる）

水道料金に逓増性採用

横尾浄水場第1期工事

（30,000㎥／日）完成

第2次配水管整備事業に着工

（5か年計画）

横尾浄水場第2期工事

（30,000㎥／日）完成

（施設能力60,000㎥／日となる）

水道料金が口径別用途別の

併用制となる

第3次拡張事業工事完工

（施設能力170,500㎥／日）

漏水調査業務委託開始

水道局新庁舎建設工事完成（城崎町）

第3次配水管整備事業に着工

（5か年計画）

庄の原第2配水池（10,000㎥）完成

横尾浄水場排水処理施設整備事業

（天日乾燥施設等）完成

第1回「節水の日」

第4次配水管整備事業着工

（5か年計画）

第4次拡張事業計画認可

（厚生省生衛第272号）

6か年計画 目標年度 平成3年度

（認可の主な目的）古国府浄水場の建設

等の施設整備計画

三芳配水場増量工事（15,000㎥）完成

（容量30,000㎥となる）

第4次拡張事業計画変更認可

（厚生省生衛第759号）

15か年計画　

目標年度　昭和81年度（平成18年度）

（認可の主な目的）大分川ダム開発水量

による施設能力の変更

メーター取替業務委託開始

古国府浄水場第1期工事完成

（施設能力80,000㎥／日）

古国府浄水場一部通水

古国府浄水場通水式

暫定豊水水利権許可（10,000㎥／日）

大分川ダム建設基本計画告示

（取水量108,900㎥／日）

修繕工事等に関する業務委託開始

第5次配水管整備事業着工

（5か年計画）

石川配水場完成（36,000㎥）

台風13号による大雨で道路陥没、岡原

で配水管が切断され大南方面で約6千

戸が断水、給水のため自衛隊災害派遣

出動

連日の猛暑により、過去最高の

173,191㎥／日の給水量を記録

給水開始以来初めて

渇水対策本部を設置

丹川配水池完成（3,000㎥）

阪神淡路大震災による被災者への飲料

水確保のため救援隊派遣

（延べ30名派遣）

第6次配水管整備事業着工

（5か年計画）

七瀬川水管橋完成

太平寺配水場（30,000㎥）完成

大分市水道事業総合計画策定

えのくま浄水場酸汚泥注入設備完成

水道局庁舎増築工事完成

自己電算処理開始、ハンディターミナル

システム運用開始

第7次配水管整備事業

（～平成16年度）着工

3階建て建築物直結給水開始

松岡配水池（3,600㎥）完成

暫定豊水水利権許可（23,000㎥／日）

水道メーター検針業務委託開始

第4次拡張事業変更第1回届出

（厚労省受理番号第0902019号）

（届出内容）簡易水道事業（平野）の統合

第4次拡張事業変更第2回届出

（厚労省受理番号第0603001号）

（届出内容）簡易水道事業（内稙田）の

統合

台風により大野川白滝取水口が閉塞し

横尾浄水場への送水が大幅に低下

第4次拡張事業変更第3回届出

（厚労省受理番号第1227001号）

（届出内容）市町村合併に伴う事業の

全部譲り受け

佐賀関町・野津原町と合併

新大分市発足（人口464,223人）

台風14号に伴う災害支援として宮崎

市に応急給水隊派遣（延べ24名派遣）

直結給水範囲拡大

大分市水道事業基本計画策定

第4次拡張事業計画第2回変更認可

（厚生労働省発健第1117004号）

（認可の主な目的）簡易水道事業（室生、

田ノ浦、一尺屋、野津原東部、野津原中

部、野津原西部）の統合

取水地点（大分川ダムの既認可水量）の

変更

浄水方法（大志生木、岩ノ下浄水場）の

変更

経営評価委員会設置

佐賀関配水池（2,000㎥）完成

横尾浄水場及び導水ポンプ所運転管理

業務委託開始

野津原東部、中部簡易水道を上水道に

統合

東日本大震災に伴う災害支援として、

福島県いわき市に全3班、延べ12名を

派遣し、応急給水活動を実施

えのくま浄水場運転管理業務委託開始

三芳配水場と太平寺配水場の緊急時連

絡管完成

岩ノ下浄水場に膜ろ過施設完成

（2,500㎥／日）

大分川ダム本体建設工事起工式

大分川ダム建設に関する基本計画変更

（第3回）の告示（平成31年度完成）

大分市水道事業基本計画

～大分市水道事業ビジョン～策定

料金関連総合業務委託開始

室生、田ノ浦、一尺屋、野津原西部簡易

水道を上水道に統合

大分市水道局水安全計画公表

熊本地震（4月14日、16日）に伴い災害

支援として、熊本市はじめ熊本・大分両

県の市町村に応急給水、復旧支援活動

を実施（延べ104名派遣）

鉛給水管取替工事助成金制度開始

古国府浄水場運転管理等業務委託開始
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平成29年４月１日現在平成29年４月１日現在

機構図 水道局のあゆみ

経営管理課 ・・・・・・・・・公営企業経営、水道行政の総合企画、予算の編成・執行の総括、
　　　　　財政計画、局所有財産の管理

計画課 ・・・・・・・・・水道事業の総合基本計画、水源の開発、浄水施設・配水施設の新設・改良

総務課 ・・・・・・・・・人事管理、電算処理

・・・・・工事、物品購入などの入札、契約、検査及び総合調整契約監理室

維持課 ・・・・・・・・・漏水防止、漏水調査

・・・・・給配水施設の維持管理、貯水槽水道に係る相談工事事務所

浄水課 ・・・・・・・・・配水施設・小規模浄水場の維持管理、浄水場の総合的運用・調整

・・・・・浄水施設・排水処理施設の運転管理・維持管理浄水場

・・・・・水質の総合管理・検査・調査・研究、水質の相談・要望水質管理室

営業課 ・・・・・・・・・水道料金の徴収、給水装置の審査・検査、水道メーター

水道布設の議起こる

市議会で上水道布設施行の件他を議決

水道布設認可申請書を内務大臣へ提出

水道布設認可（内務省分衛第1号）

上水道起工式（三芳浄水場構内）

給水開始（給水人口7,589人）

通水式（三芳浄水場）

計量にメーター制採用

第1次拡張事業計画認可

（厚生省分衛第197号）

5か年計画 目標年度 昭和40年度

地方公営企業法制定公布

第1次拡張事業工事完工

（施設能力28,000㎥／日）

第2次拡張事業計画認可

（厚生省分衛第926号）

3か年計画　目標年度　昭和50年度

6市町村合併により新大分市発足

（人口216,130人）

光吉浄水場第1期工事完成

（施設能力12,000㎥／日）

森岡山配水池（6,000㎥）完成

光吉浄水場第2期工事

（20,000㎥）完成

（施設能力32,000㎥／日となる）

第3次拡張事業計画認可

（厚生省環第12号）

8か年計画　目標年度　昭和55年度

管理者が常勤特別職となり、

職名を水道事業管理者に変更

森岡山配水池第2期工事完成（容量

10,430㎥となる）

第2次拡張事業工事完工

（施設能力60,000㎥／日）

光吉浄水場第3期工事

（18,000㎥／日）完成

（施設能力50,000㎥／日となる）

えのくま浄水場第1期工事

（施設能力30,000㎥／日）完成

えのくま浄水場通水開始

（同時に畑中水源地・松岡水源地を

廃止）

庄の原第１配水池（2,500㎥）完成

三芳浄水場の配水池への改造工事

（12,600㎥）完成

以後、三芳配水池となる

第1次配水管整備事業（5か年計画）に

着工

えのくま浄水場第2期工事

（28,000㎥／日）完成

（施設能力58,000㎥／日となる）

水道料金に逓増性採用

横尾浄水場第1期工事

（30,000㎥／日）完成

第2次配水管整備事業に着工

（5か年計画）

横尾浄水場第2期工事

（30,000㎥／日）完成

（施設能力60,000㎥／日となる）

水道料金が口径別用途別の

併用制となる

第3次拡張事業工事完工

（施設能力170,500㎥／日）

漏水調査業務委託開始

水道局新庁舎建設工事完成（城崎町）

第3次配水管整備事業に着工

（5か年計画）

庄の原第2配水池（10,000㎥）完成

横尾浄水場排水処理施設整備事業

（天日乾燥施設等）完成

第1回「節水の日」

第4次配水管整備事業着工

（5か年計画）

第4次拡張事業計画認可

（厚生省生衛第272号）

6か年計画 目標年度 平成3年度

（認可の主な目的）古国府浄水場の建設

等の施設整備計画

三芳配水場増量工事（15,000㎥）完成

（容量30,000㎥となる）

第4次拡張事業計画変更認可

（厚生省生衛第759号）

15か年計画　

目標年度　昭和81年度（平成18年度）

（認可の主な目的）大分川ダム開発水量

による施設能力の変更

メーター取替業務委託開始

古国府浄水場第1期工事完成

（施設能力80,000㎥／日）

古国府浄水場一部通水

古国府浄水場通水式

暫定豊水水利権許可（10,000㎥／日）

大分川ダム建設基本計画告示

（取水量108,900㎥／日）

修繕工事等に関する業務委託開始

第5次配水管整備事業着工

（5か年計画）

石川配水場完成（36,000㎥）

台風13号による大雨で道路陥没、岡原

で配水管が切断され大南方面で約6千

戸が断水、給水のため自衛隊災害派遣

出動

連日の猛暑により、過去最高の

173,191㎥／日の給水量を記録

給水開始以来初めて

渇水対策本部を設置

丹川配水池完成（3,000㎥）

阪神淡路大震災による被災者への飲料

水確保のため救援隊派遣

（延べ30名派遣）

第6次配水管整備事業着工

（5か年計画）

七瀬川水管橋完成

太平寺配水場（30,000㎥）完成

大分市水道事業総合計画策定

えのくま浄水場酸汚泥注入設備完成

水道局庁舎増築工事完成

自己電算処理開始、ハンディターミナル

システム運用開始

第7次配水管整備事業

（～平成16年度）着工

3階建て建築物直結給水開始

松岡配水池（3,600㎥）完成

暫定豊水水利権許可（23,000㎥／日）

水道メーター検針業務委託開始

第4次拡張事業変更第1回届出

（厚労省受理番号第0902019号）

（届出内容）簡易水道事業（平野）の統合

第4次拡張事業変更第2回届出

（厚労省受理番号第0603001号）

（届出内容）簡易水道事業（内稙田）の

統合

台風により大野川白滝取水口が閉塞し

横尾浄水場への送水が大幅に低下

第4次拡張事業変更第3回届出

（厚労省受理番号第1227001号）

（届出内容）市町村合併に伴う事業の

全部譲り受け

佐賀関町・野津原町と合併

新大分市発足（人口464,223人）

台風14号に伴う災害支援として宮崎

市に応急給水隊派遣（延べ24名派遣）

直結給水範囲拡大

大分市水道事業基本計画策定

第4次拡張事業計画第2回変更認可

（厚生労働省発健第1117004号）

（認可の主な目的）簡易水道事業（室生、

田ノ浦、一尺屋、野津原東部、野津原中

部、野津原西部）の統合

取水地点（大分川ダムの既認可水量）の

変更

浄水方法（大志生木、岩ノ下浄水場）の

変更

経営評価委員会設置

佐賀関配水池（2,000㎥）完成

横尾浄水場及び導水ポンプ所運転管理

業務委託開始

野津原東部、中部簡易水道を上水道に

統合

東日本大震災に伴う災害支援として、

福島県いわき市に全3班、延べ12名を

派遣し、応急給水活動を実施

えのくま浄水場運転管理業務委託開始

三芳配水場と太平寺配水場の緊急時連

絡管完成

岩ノ下浄水場に膜ろ過施設完成

（2,500㎥／日）

大分川ダム本体建設工事起工式

大分川ダム建設に関する基本計画変更

（第3回）の告示（平成31年度完成）

大分市水道事業基本計画

～大分市水道事業ビジョン～策定

料金関連総合業務委託開始

室生、田ノ浦、一尺屋、野津原西部簡易

水道を上水道に統合

大分市水道局水安全計画公表

熊本地震（4月14日、16日）に伴い災害

支援として、熊本市はじめ熊本・大分両

県の市町村に応急給水、復旧支援活動

を実施（延べ104名派遣）

鉛給水管取替工事助成金制度開始

古国府浄水場運転管理等業務委託開始

大正元年頃

13年12月16日

12月17日

14年  4月  8日

5月30日

昭和2年  7月10日

7月25日

7年  4月  1日

26年11月10日

27年  8月  1日

32年  8月　 　

35年12月28日

38年  3月10日

7月31日

39年  7月31日

40年  5月31日

41年  1月  7日

42年  1月  1日

3月31日

3月　 　

5月31日

44年5月31日

6月  1日

6月30日

45年5月31日

6月  1日

46年  6月30日

47年  2月  1日

6月30日

50年  6月  1日

7月31日

51年  3月  1日

3月　 　

4月  1日

55年  3月20日

6月  1日

56年  3月10日

58年  3月20日

59年  7月24日

60年  6月  1日

61年  3月31日

63年  3月10日

3月31日

5月  1日

6月　 　
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9年  3月　 　

10年  3月10日

11年  5月  1日

12年  4月  1日

9月29日

13年  4月  2日

14年  4月  1日

9月  2日

15年  6月  3日

16年  8月31日

12月27日

17年  1月  1日

9月10日

18年  4月  1日

20年  4月　 　

20年11月17日

21年  2月  4日

7月15日

22年  4月  1日

10月  1日

23年  3月14日

25年  4月  1日

4月  1日

29日

26年  2月16日

27年  2月25日

3月　 　

4月  1日

5月　 　

28年  4月15日

7月  1日

29年  2月  1日

大正1912～1926年

昭和1926～1989年

平成1989年～

2120
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90年の歴史を刻む

大分市水道局

大分市水道局
マスコットキャラクター

みずタン

　大分市水道局
〒870-0045　大分市城崎町1-5-20
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